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タ、および 4 か月の嶋根の滞在経験などを交えて報告した。 
 ハノイ市から 150 キロほど離れたザオタン村は純粋農村地帯であり、伝統的に非常に強
い社会的紐帯を有していた。住民は地縁的な関係のみならず、古くからの同族的な集団関
係によって結ばれており、相互の社会的信頼関係は非常に強いものがある。その代表的な
事例は、「講」組織による資本の貸借であろう。農業生産は格別に豊かというわけではな
いが、出稼ぎによる資本の蓄積が進んでいると思われる。しかし若年人口、労働人口の都
市部への流出は激しく、生活は豊かになりつつあるものの、今後コミュニティがどのよう
に変化するのか注目される。 
 ナンディン市はかつて織物などで栄えた地方中核都市である。またナンディン市に限ら
ずこの省は教育が熱心なことで知られている。調査をおこなった地区では居住年数が長
く、やはりコミュニティ内の相互の紐帯が強い。日々の生活での助け合いのみならず、開
業資金などをコミュニティのメンバー同士で融通しあうなどの事例も聞かれた。 
 一方大都市ハノイの郊外地域には、金持ち層を対象とした郊外型の高級住宅地がぞくぞ
くと建造されつつあり、都市は急速に拡大を続けている。こうした地域での調査はまだ進
んでいないが、上述のような農村部や地方都市における安定的・長期的な人間関係とはこ
となり、流動性が高く、人間関係の質も変化していくであろうことが予測される。 
 海外からの資本流入が激しさをまし、市場経済が急速に浸透している現在、ベトナムの
社会が今後どのように変動していくのか、予断を許さない。 
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